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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成29年9月7日(2017.9.7)

【公開番号】特開2016-58707(P2016-58707A)
【公開日】平成28年4月21日(2016.4.21)
【年通号数】公開・登録公報2016-024
【出願番号】特願2015-97526(P2015-97526)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｆ   1/055    (2006.01)
   Ｈ０１Ｆ   1/06     (2006.01)
   Ｈ０１Ｆ  41/02     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  38/00     (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   1/00     (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   3/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｆ    1/04     　　　Ａ
   Ｈ０１Ｆ    1/06     　　　Ａ
   Ｈ０１Ｆ   41/02     　　　Ｇ
   Ｃ２２Ｃ   38/00     ３０３Ｄ
   Ｂ２２Ｆ    1/00     　　　Ｙ
   Ｂ２２Ｆ    3/00     　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成29年7月26日(2017.7.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　Ｎｄ－Ｆｅ－Ｂ系磁石を超える性能を有する材料開発の一つとして、ＴｈＭｎ12型結晶
構造を有する希土類－鉄系磁性化合物の研究が進められている。例えば特許文献１には、
Ｒ(Ｆｅ100-y-wＣｏwＴｉy)xＳｉzＡv（ただし、ＲはＹを含む希土類元素の１種又は２種
以上であるとともにその５０モル％以上がＮｄ、ＡはＮ及びＣの１種又は２種、ｘ＝１０
～１２．５、ｙ＝（８．３－１．７×ｚ）～１２、ｚ＝０．２～２．３、ｖ＝０．１～３
、ｗ＝０～３０）からなり、ＴｈＭｎ12型の結晶構造を有する相の単層組織から構成され
る硬質磁性組成物が提案されている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
（Ａ）
　ＡはＮ、Ｃ、Ｈ及びＰからなる群より選ばれる１種以上の元素である。ＡはＴｈＭｎ12

相の結晶格子内に侵入することによりＴｈＭｎ12相の格子を拡大させ、異方性磁界、飽和
磁化の両特性を向上させることができる。Ａの配合量ｅは１原子％以上、１８原子％以下
である。１原子％未満では効果を発揮することができず、１８原子％超では合金中の化合
物を構成するＦｅ成分の含有率が低くなるとともに、ＴｈＭｎ12相の安定性が損なわれて
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一部が分解し、全体の磁化を低下してしまう。Ａの量ｅは、好ましくは７≦ｅ≦１４であ
る。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６４】
実施例２８～３３及び比較例３２～３３
　以下の表８に示す組成の化合物の作製を目的とした合金の溶湯を準備し、ストリップキ
ャスト法により、１０4Ｋ／secの速度で急冷し、急冷薄片を作製し、Ａｒ雰囲気において
１２００℃、４時間熱処理を実施した。次いでＡｒ雰囲気においてカッターミルを用いて
薄片を粉砕し、粒径３０μｍ以下の粒子を回収した。得られた粒子を、純度９９．９９％
の窒素ガス中において、４５０℃にて４時間窒化を行った（Ｎｄ7.7(Ｆｅ0.75Ｃｏ0.25)8
6.5Ｔｉ5.8Ｎeに及びＮｄ7.7Ｆｅ86.5Ｔｉ5.8Ｎeにおいて窒素量ｅを変化させた）。得ら
れた粒子の磁気特性評価（ＶＳＭ）及び結晶構造解析（ＸＲＤ）を実施した。結果を表８
並びに図２４～２６に示す。
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式(Ｒ(1-x)Ｚｒx)a(Ｆｅ(1-y)Ｃｏy)bＴcＭdＡe

（上式中、Ｒは１種以上の希土類元素であり、
　ＴはＴｉ、Ｖ、Ｍｏ及びＷからなる群より選ばれる１種以上の元素であり、
　Ｍは不可避不純物元素並びにＡｌ、Ｃｒ、Ｃｕ、Ｇａ、Ａｇ及びＡｕからなる群より選
ばれる１種以上の元素であり、
　ＡはＮ、Ｃ、Ｈ及びＰからなる群より選ばれる１種以上の元素であり、
　０≦ｘ≦０．５、
　０≦ｙ≦０．６、
　４≦ａ≦２０、
　ｂ＝１００－ａ－ｃ－ｄ、
　０＜ｃ＜７、
　０≦ｄ≦１、
　１≦ｅ≦１８である）
により表される磁性化合物であって、ＴｈＭｎ12型の結晶構造を有し、α－（Ｆｅ，Ｃｏ
）相の体積分率が２０％以下であり、
　前記式中、ｘとｃの関係が、ｃ＞－３８ｘ＋３．８及びｃ＞６．３ｘ＋０．６５で囲ま
れた領域の範囲を満たす、
磁性化合物。
【請求項２】
　前記式中、０≦ｘ≦０．３、及び７≦ｅ≦１４である、請求項１記載の磁性化合物。
【請求項３】
　前記ＴがＴｉである、請求項１又は２記載の磁性化合物。
【請求項４】
　式(Ｒ(1-x)Ｚｒx)a(Ｆｅ(1-y)Ｃｏy)bＴcＭd

（上式中、Ｒは１種以上の希土類元素であり、
　ＴはＴｉ、Ｖ、Ｍｏ及びＷからなる群より選ばれる１種以上の元素であり、
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　Ｍは不可避不純物元素並びにＡｌ、Ｃｒ、Ｃｕ、Ｇａ、Ａｇ及びＡｕからなる群より選
ばれる１種以上の元素であり、
　０≦ｘ≦０．５、
　０≦ｙ≦０．６、
　４≦ａ≦２０、
　ｂ＝１００－ａ－ｃ－ｄ、
　０＜ｃ＜７、
　０≦ｄ≦１である）
で表される組成の合金の溶湯を準備する工程と、
　前記溶湯を１×１０2～１×１０7Ｋ／secの速度で急冷する工程と、
　急冷によって得られた凝固した合金を粉砕後、Ａ元素（ＡはＮ、Ｃ、Ｈ及びＰからなる
群より選ばれる１種以上の元素である）を侵入させる工程、
を含む、請求項１記載の磁性化合物の製造方法。
【請求項５】
　前記急冷工程後、８００～１３００℃にて２～１２０時間熱処理を行う工程をさらに含
む、請求項４記載の方法。
【請求項６】
　前記ＴがＴｉである、請求項４又は５記載の方法。
【請求項７】
　ＴｈＭｎ12型の結晶構造を有する希土類元素含有磁性化合物であって、この結晶構造の
格子定数ａの範囲が０．８５０ｎｍ～０．８７５ｎｍであり、格子定数ｃの範囲が０．４
８０ｎｍ～０．５０５ｎｍであり、格子体積の範囲が０．３５１ｎｍ3～０．３８７ｎｍ3

であり、ここでヘキサゴンＡ、Ｂ、Ｃを
Ａ：希土類原子を中心としたＦｅ（８ｉ）とＦｅ（８ｊ）サイトで構成される６員環、
Ｂ：Ｆｅ（８ｉ）－Ｆｅ（８ｉ）ダンベルを中心とした、Ｆｅ（８ｉ）とＦｅ（８ｊ）サ
イトで構成される６員環、
Ｃ：Ｆｅ（８ｉ）－希土類原子の線上を中心としたＦｅ（８ｊ）とＦｅ（８ｆ）サイトで
構成される６員環
と定義したときに、ヘキサゴンＡのａ軸方向長さ：Ｈｅｘ（Ａ）が０．６１１ｎｍより小
さく、またＦｅ－Ｆｅ間の平均距離が、Ｆｅ（８ｉ）においては０．２５４ｎｍ～０．２
８８ｎｍであり、Ｆｅ（８ｊ）においては０．２４２ｎｍ～０．２７６ｎｍであり、Ｆｅ
（８ｆ）においては０．２３４ｎｍ～０．２６８ｎｍである磁性化合物。
【請求項８】
　式(Ｒ(1-x)Ｚｒx)a(Ｆｅ(1-y)Ｃｏy)bＴcＭdＡe

（上式中、Ｒは１種以上の希土類元素であり、
　ＴはＴｉ、Ｖ、Ｍｏ及びＷからなる群より選ばれる１種以上の元素であり、
　Ｍは不可避不純物元素並びにＡｌ、Ｃｒ、Ｃｕ、Ｇａ、Ａｇ及びＡｕからなる群より選
ばれる１種以上の元素であり、
　ＡはＮ、Ｃ、Ｈ及びＰからなる群より選ばれる１種以上の元素であり、
　０≦ｘ≦０．５、
　０≦ｙ≦０．７、
　４≦ａ≦２０、
　ｂ＝１００－ａ－ｃ－ｄ、
　０＜ｃ≦７、
　０≦ｄ≦１、
　１≦ｅ≦１８である）
により表される化合物からなる磁性紛体であって、ＴｈＭｎ12型の結晶構造を有し、α－
（Ｆｅ，Ｃｏ）相の体積分率が２０％以下であり、
　前記式中、ｘとｃの関係が、ｃ＞－３８ｘ＋３．８及びｃ＞６．３ｘ＋０．６５で囲ま
れた領域の範囲を満たす、



(4) JP 2016-58707 A5 2017.9.7

磁性紛体。
【請求項９】
　前記ＴがＴｉである、請求項８記載の磁性紛体。
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